
第3章　習慣・態度の育成を目指した授業研究

第1節　主として教授論的考察

§1水　泳

しはじめに〕

われわれは，大学正課体育を充実していくため，授業を通した実践的研究を継続してきた。すな

わち第2報では，過去にうけた学校体育における体育・スポーツ活動で，マイナス的経験をうけた

結鼠　体育・スポーツに非好意的態度あるいは拒否的態度を形成している学生の存在を報告したし．
・：・・

第3報では，学生の内的学習過程が個別的で，多様性に富んでいることが明らかになったことから

ひとりひとりの学年に相応した教育活動の必要性と重要さを確認した。換言すれば，大学生は，過

去にうけた体育・スポーツの経験によって影響をうけ，ある特定の態度・習慣を形成しているとい

える。そして「この態度は一一旦形成されると，それの関係する対象や状況に対するその人の反応を
雰≒3

規定するようになるから，いい反応へ変えるためには，その人の態度を変える」必要があるので

入学体育は充分配慮する必要があろう。

しかし，「人間は年齢の如何を問わず，自力による人間形成や自我の確立が幼児にはじまって，

成人まで続くいかに独自な発達過艶といわれるなかで，「大学期は心身発育の成熟乱であり，

「人の一年の間で身心両面での変動か最も激しいのは思春瓢で，エリクソンのいう「紀アイデ
壷7

ンティティ確立にかかわる危機をとおして，新しい自分を創造し，成長していく時期」であるだけ

に大学体育における芋習者の態度変容あるいは日己形成の可能性はあるという観点で考えていきた

い。

そこで本研究では，大学正課体育において，学年ひとりひとりが泳ぎをカ‾法的媒介として，どの

ような自己形成を行い，自己を成長・発達させているかその実態を明らかにすることである。

「研究方法〕

1．対象者

筑波大学11三課体育において，水泳を受講する人文系　3年隼　20名（女子目名）とL学系　ユ

年′ト　22名（女子2名）2クラスである。（対象者の7、七フィールは，表22に示すとおりであ

る。）

2．調査研究期間

昭和55年度の水泳授業（55．4．16、56．2．18）で，年間の教授H標および内呑とその配

ゝ榊寺数は，表23に′jすとおりである。

3，三周喬ん法と期日
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表22　対象者プロフィール1学期最初の自己申告　水泳能力

水泳能力／クラス 人文系 3 年 t 学系 1年

泳げない 0 1

2 5 M 未満 2 0

；嵩ヱOM未満も；
200㌦†～　 l
‖

4 0 0 M ～ 7 1 3

計 （人） 2 0 2 2

表23　昭和55年度水泳授業の学期ねらいと教授内容概略

芋 類

（学年）

受講者数

日内女子

教　　 授　　 内　　 容　　 （）内時数

悸 期 （4～6月）可 2学期（9～11月）uM 3学斯（12～2月）（7）

A

比　文 オリエンテーション 10　潜水　　　 （3日 10　飛込み　　　 侶）

人　間 20 距離泳チェック （1）分　立泳ぎ　　 （2）分　日本泳法　 （3）

人　文 仕刃 10　浮くこと　 （11 問　泳ぎ　　　 （2）問　 （横泳ぎ）

社　会 分　進むこと　　 刷　泳　飛込み　　 （2）泳　 （片抜手）

i3） †間 50 m 測定 （3） 200 m 測定 （1） 200 m 測定 （1）

笹 墨 測 定 施 ニ … ；

　50m測定叫

社 1
∴ ‡

B（1）

泳　50 m 測定 11）泳　 200 m 測定 11）

水泳授業の学期のね
らい

霊孟？霊芝罠苧慧警蘭 、篇 禁警告慧 左上同じ
水心一知的水泳を体

て泳ぐロ　　　 ト性を獲得するゥ 得

②　レポート記述方式一一一水泳と自己とのかかわり合いについて「私と水泳授業」という題のレポ

ートを，12月1過に出題した。提出は56年2月　遇までに全員完アした。なお，レポ∴一卜を

まとめるにあたり参考図書として，中林雄二郎著1‾知の変貌」を採用し，必読とした。

＠　水泳能力測定－200M遠泳タイムを1川　週（2学期末）と56年2月3遇（3学期末）

の2回測定した。泳法は，各自自由としたが，各々の測定時の泳ぎは，同一泳法とした。

なお，レポート記述の概要と水泳能力は，表24（人文系），表25（T二学系）に示した。

日己形成過程の状況を分項するにあたっては，次のような諸文献に依拠している。
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表24　水泳授業における自己形成過程と水泳能力（人文系　3年）
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表25　水泳授業における自己形成過程と水泳能力（工学系　3年）
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④　自己実現－エリクソン「自己の可能性を生かすということが自己実現」であり，マスロー

「自己実現とは前進の過程」であり．ランゲフユルド「自分にもできるんだとは，未来において

実現さるべき自己自身を目ぎした努力」であり，カール・ビューラー「学習のプロセスが快感っ

まり機能させることは自己の可能性の実現なのであり快感」という範ちゅうとした。

⑳　自己認識の拡大・深化－オールポート「自己感覚の拡大，情緒的安定・自己受容，自己の対

象化」であり，ロロ・メイ「自己の身体認知の回復＝身体を通してつくるいろんな反応に譜和し－

ていくこと」や「自分の内界へ深く沈潜してゆくこと」を含んでいる。

0　他我認識（対他一対自化現象）－ロロ・メイ「自我は対他関係の喝で生まれ，かつ成長す

る」，メルロ＝ボンティ「主観性や相互主観性がわたしの過去の経験を現在の経験のなかで捉え

なおし，また他者の経験をわたしの経験のなかで捉えなおすことによって世界を見ることを学び

なおす」，マルチン・プーバー「人間的実存の基本的事実は，人間と共存しつつある人問である。

いい人間はつまり自我は，汝との関係に基づいてはじめて存在する。」によった。

㊤　カルチュア・ショック現象－石田英一郎「個人は一定の文化の中に生まれ．その文化によっ

て行動を規定される。」そして長島信弘「新しい環境や対人関係を体験することによって生じる

一種の精神的・肉体的危機状況をカルチュア・ショック」というが，T・ホール「自己を認識す

ることと文化を認識することは表裏一体である。・・‥‥異文化と接触するという体験をうまく生か

せば，視野が開け，自国ではふだん見ることのできない目で，自分を観察することができる。」

〔結　果〕

自己形成過程の状況を明らかにするため，「知の変貌」を参考図書とし，自己と水泳とのかかわ

りについてまとめた結果は，次のとおりである。

1．レポート作成のために採用した「知の変貌」は，自己と水泳経験とのかかわりあいをまとめる

のに，42人中15人の35．7％が，有効性があったと推定することができる。

2．レポート記述に．水泳授業が自己形成に好ましい影響を及ぼしていると思われるものは，表26

のとおり42人中29人の69．0％であった。た。

3．水泳能力（200m持久泳）の優れている者も，劣っているものも好ましい方向への自己形成

過程状況については，同じ傾向にあることが推定されたt（表27）

また，持久泳で速く泳ぐ能力という水泳パ■フォマンスの顕著な向上者は，パーフォマンス後

退者に比べて，より好ましい自己形成が大きい傾向がうかがえた。（表28）

4．自己形成過程の状況は，レポート記述から次のようにまとめることができる〔

イ）自己実現による喝台　目内の数字は，レポート番号

④体育は苦手（・ご弧吼26）や体育は嫌い（・事，34）や水泳は苦しい鳩⑯）や水泳技能は低

い（11，⑯）や大学体育に対して期待感欠如（24）等，過去の経験によて形成したいろいろな態

度を，技能を声‖二Lたり，水泳への実践知の拡人あるいは深化することによって自己実現をはか
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表26　態度変容の状況

イ tコ

A 15 1 4

B 14 1 7

計 29 2 ‖

◎非常によく

〔〕よく　　　　態度変容していると判断できるもの

△すこし

ロ　×　州と判断できないもの

ハ　？　記述から判断できないもの

表27水泳能力と自己形成との関係　　　　　　　　　　表28　記録の進歩と自己形成の関係

速　 い 遅　 い 全

究 女 男 女 速　 い 遅　 い

ユ2　 ？ 5　 ？ 3 3　 △ 4　 ◎

7

13

5 3、8％

5

7 首

5 0 ％

20　 ◎ 8　 こ） 4 2　 ？ 17 （⊃

23　 ？ ユ9　 0 26 ◎

7 ′△

36　 ′△ 2 1　 0

38　 ？■　　　　　 －18　 ◎

34　 0 ！ 3　 0 2 5　 ？ ．15　 ◎

35　 ⊂〕 lD　 X i 3 2　 △

進歩程度

顕著な

進歩者

亘） 9．7％ ◎

5

7

11 25．3％ ○

⑲ 13，3％ （⊃

25 18．2％ ？

⑳ 00 ◎

29 9．4％ ◎

42 10．5％ ？

後退者

㊥ 12 ．3 ％ ×
2

3
13 －1．7 ％ 0

⑯ －2．2 ％ l◎

って，それらを克服し，成長していることがうかがえる。

⑩水泳授業に於る教授内容の困難さや苦しさにうちかち，やり終えた時の達成感のよろこび（＠

39、34，3日　や10分間詠も単調のなかにも変化を見出し，つまり泳ぎへの意味づけで学習内容

によろこびを見出し（13）主体的に楽しさを実現していることがうかがえる。

・、〔、）水泳はきっと体を動かしていて気持がよい（40）や運動するのは，私の精神を活性化する（⑲）

に示唆されるように，学習すること自体によろこびを得ていることがうかがえる。

ロ）自己認識の拡大・深化による場合

しか自分の泳ぎに対し不注意だったものが，フォームや動作に注意し，鏡像段階に気づき，身体図

式を拡人化したり，深化をはかっている。（④，6，9，33，351

⑯身体の動きに思考を取り込み，確論と実践の統合をはかっている。（③）

心その日の体調に，泳ぐときの運動負荷を加減したりして，自分の健康・体力を推察し，自己認

識を深めている。（姐　30，軋　39）

・動7は1をとおして自己を知り，更に自己の未知なる部分を開拓している。（35）

ハ）他我認識　射他　－一対F川二現象）による場合

水泳授業は，口分の体の疲労や他者とのいくつかの比較を通じて自分の存在を知る（6）や，初
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心音の必死な練習態度や全日本シンクロ選手（大学プールで丁度全日本シンクロチームが合宿中で

「シンクロとは」を説明するため，基本とルーティン演技を示範してもらった）の厳しい練習をみ

て，自分の努力不足や甘さに気づく（24）等に示唆されるとおり，他者を理解することで自己認識

を拡大　深化していっていることがうかがえる。

こ）カルチュア・ショック現象による場合

過去に受けた水泳授業と次のような諸点で異なっていることが指摘され，自分にとって好ましい

学習内容と判断し，新しく視野を拡大していることがうかがえる。

④教授目標および内容・教授方法の違い。一一大学の水泳授業で基本的な泳ぎ方をいろいろ経敬

し，楽に泳げるようになった（⑲）や泳ぐだけでなく潜水，飛込み，水球等内容がバラエティに

富んでいること（18，23，30，36）や理論と実践とが統合した内容であり方法（④、くれ31）

であるという記述に示唆されるとおりである。

⑨評価法の違い一一私のうけてきた体育では，うまく泳いだり，速く泳ぐのが中心であったが，

大学にきて自分の身体に相談しながら泳げるようになった（⑲）や，横泳ぎの練習のとき，水に

身を乗せる，口もとまで迫ってくる水を感じて・…‥水を親しく感じる気持（18）（象この時限

は．日本泳法の横泳ぎを指導したが，形，品格，残心を強調していた）の表現から推察されると

おり．かつての体育授業の評価に抑圧された状態から．楽に長く続けて泳ぐやいろいろな水泳を

覚えるや水心→如の心で泳ぐ等評価基準の違いによって，親和的態度を示し，のびのび活動して

いることがうかがえる。

〔考　察〕

1．私の水泳授業が学生の人間形成に対しての有効性について

かなり多くの学生が，水泳授業を通して、好ましい方向へ自己形成していることがうかがえた。

これは，高部が「体育授業で人間形成ができると考えるのは，冒険的言辞」と相反する結果で，多

くの教育者や研究者（水野，川札　桔8乱小阻　大泉，菅沢，カール・デーム等）がのべている、

「体育は身体活動を媒介とした人間形成への教育活動」‾を立証している。すなわち大学正課体育に

おいても，取りあげ方によっては，その本来の目的を遂行することができることを示唆していると

いえよう。

2．レポート記述にみられる自己形成過程の状況について

レポート記述から，学習者は下図のように気づく過程と克服過程と自己評価機構過程とがノ連の

82



発展過程を構成して，自己形成をはかっていると推察されるが，以下一連の関連構図の各々の過程に

について考察したい。

イ）気づく過程

自己形成過程の発端は，先ず気づく段階であると思われる。「自分の思っている動作と実際泳い

でいる動作との違いに驚いた」のように鏡像段階の認知であり，「体調に合わせて泳ぐ」のように

泳ぐとき，自己の体力あるいは身体に対する自己認知であり，「初心者の泳ぎや熟練者の泳ぎ」に

よる対地－t－対日化現象であり，「今までの体育とは異っていた」という異文化の認知等，いずれ

の場合にも自己の無知や未知に気づく現象の生起することは共通している。

ところが人間は本性上　ポイティンデックのいう「体験を気づかないことがよくある。」

やポルノーのいう「馴染んだ環境世界への不注意が生物学的に合目的行動」やメダルト・ボスの，

「自分の無意識の内容を知り，患者に気づかせる」等に示唆されるように人間は気づきにくい存在

であるのかもしれない。

これは，広松が指摘している「人間が一定の質的・量的な刺激に対して反応するとき，－自由意

志的な選択哀離す芸三3」ことに起因していると思われるし，木田がメル。＝ボンティの解説を

しているなかの，「作動しつつある志向性」が存在しないと，人間は刺激に反応しないままでいる

わけである。

大浦は「生徒をまず彼自身の無知から出発して，頁の学習者・創造者に目覚めさせる」とのべて

いるが，作動しつつある志向性や人間の自由意志的な選択反応という本性的現象とを考え合わせる

と，学生にいかにして気づかせるかが，学習の基太的に重要な課題といえそうである。

ロ）克服過程

「10分間詠は自分との闘いである。・‥・・■結構疲れるし，苦しい，が記録はそう簡単に伸びるも

のではない」という状麿のなかで，何を自分の危機として選び，それを如何にして克服していくか

は個人の成長にとって重要である。エリクソンは「成熟の過程の特徴的に認められる現象として．

危機（苦しみや不安，孤独，罪悪感等）と戦い，それを克服すること」とのべ，ロロ・メイは「自

我の誕生には，不安と内なる危機という高い代価をはらってのみ得られること」とのべ，オールポ

、トは「成熟というのは，わたしたち自身の存在の矛盾，衝突する条件のすべてを自覚し，またな

にかの方途で相剋する諸条件の協同者となること」とのべているように，自分にとって危機となる

ことを克服することは，人間の成長にとって欠くことができないと思われる。

水泳能力の優劣と自己形成とに関係が認められなかったことは，水野の指摘する「体力と人間性

の不連続性」と類似した現象であると思われる。いずれの場合でも体育は人間の存在の根源と考え
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られる身体を出発点」とし，自己の全体経験を積み重ねて，人間的な成長をはかってきたと思われ

るのに，心身ともに健全な発達を遂げていない現象が存在する場合もあることが示唆された。われ

われは，その原関を究明し，早急な解決をはかるべきであろう。克服過程において指導者は，R・

ロジャースの心理療法の手法を学ぶ必要がある。即ちrこうした硬く．狭い自己概念がいかにあり

のままの経験の認知を妨げているかを本人に覚らしめる場を提供する」ように援助することであり，

またインドの賢者がメダルト・ボスへさとすようにのべた「絶えまのない静かなそして同時に最高

に集中した内面の世界へ聴き入ること，待つことは’あるがままにあらしめること」となるような

雰囲気づくりを創意工夫する必要があると思われる。

ハ）自己評価過程

「人間の意識は，自我を中心としてある程度の統合性と安定性をもっているのだが，その安定性

を崩してさえも，常にそれより高次の統合性へと志向していく」といわれるが，気づく過程におい

ても，克服過程においても常に自己評価を止しく行えるかどうかが人切であると思われる（，

レポート記述にみられるように，記録が伸びている，楽に進むようになった，できない技ができ

た，水に対する恐怖心が軽減した等，自己評価の基準には個別性があるし，人それぞれによって多

次元的，多様性に富んでいるので，それらに相応した評価法を策定することが重要であると思われ

る。

以L，気づく過程ウ克服過程¢　自己評価過程と　一連の発展的，螺旋的関係構凶という観点で

考察してきたが．われわれは，連続的に好ましい自己形成を遂げるとは限らないことも自己評価基

準の範ちゅうに含んでおく必要があると思われる。すなわち，エリクソンは「個人の成熟過程は足

踏みしたり，寄り道したり，より未成熟な段階に逆戻りしたりすることも稀ではない。」に示唆さ

れるとおりである。

また教師として心得ておくべきこととして，池兄のいう「ある人が長い間もってきた信念　思想，

態度などのように知的なものであると同時に情動的休鞍とも密接に結びついていることは，知的だ

けの働きかけでは不十分で，情動的体験の裏づけが必要となる場合すら考えられる。」に示唆され

るように．体験を通して納得させることも．体育では人切だと思われる。そのことが「身をもって

理解する」ことで，気づく過程へフィードバックし，再び，自己形成への螺旋関係へ進展するのであろう0

〔まとめ〕

一年間の水泳授業における′ゝ芋生の「j己形成の状況は，次のようにまとめられる。

1．受講学生は水泳授業において好ましいム‾向への「】己形成をはかっていることかうかがえた。な

お【知の変貌”はレホートをまとめるのにかなり有効であったと思われる。

2．水泳能力と自己形成過程との関係は，ハ一一フォマンスの優劣による差は認められなかったが，
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パーフォマンスが鋸掛こ伸びた者はより大きな自己形成過程状況を記述する傾向がうかがえた。

3．量′‾t己形成過指の状況としては，自己実現による場合，自己認識の拡大・深化による場合，他我

認識（封他一一一一対「＝ヒ現象）による場合　カルチュア・ショック現象による場合が，記述よりま

とめられるり

〔今後の課題〕

体育・ス恭一ツ教育は，人間の基本的基盤である身体とそれを基にした経験とを問題にしなけれ

ばならないため，人間にかかわる諸領域で明らかにされた知見を活用してゆく必要があると思われ

る。そのためには，さらに識見を広めることと深めることであり，それらを統合化して構築し，授

業研究に適用してゆくことが今後の課題であろう。
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§2　脳性麻痺学生の水泳

脳性まひ学生0君にとっての「泳ぐということ」

0はじめに

筑波大学において開設されているトリム運動の授業の中で，今回，脳性まひ学生を対象として水

泳指導を行なったところ，わずかな授業時間にもかかわらず，読みとられるべき知見のある成果を

得たので発表する。

この事例報告では，まず実際の授業に至るまでの過程が示される。次に．実際の授業展開を，ポ

ラロイドカメラやV・T・R・を併用した授業記録を基に記述する。その際，0君の運動経過に観

察されるものと，0君R身による記述を重要視した。これらの事実を解釈することにより，今後の

脳性まひ者の水泳指導，そして身体障害者の体育授業に往かせる知見や指導の論理を導き出そうと

した〔⊃

0授業の目標設定までの過程

脳性まひは，医学的には受胎から生後1カ月までの問に年じた大脳の非進行性病変に基づいた，

永続的な，しかし‾変化しうる随意運動および肢体の異常と言

難産の末，仮死状態で出て来たことが馴閃となっ壱

蔑む。製の場合も例外ではなく，

鮎三授業に先立ち，。君の現在の動きや姿勢

の中に，筋の異常緊張，瓢位や歩行のアンバランス，両下肢の内転，尖足位等の特徴を観察した。

その際，障害にのみRを向けるのではなく，残存している能力も把握しようとJ覚らずかな肘の

かき，下枝の前後遷軌　そして呼吸機能も正常であることから，プールの水という環境における運

動の可能性を見きわめ，機能も向卜することを予測した。それは，運動経過に観察されるはずであ

る。

次に水泳運動の特性を口許の情況に照らしてみると，0君にあった課題が考えられるのであり，

それには，「泳ぐということ」の正しい認識が必要であった。われわれは，「独力で，水に浮き，

水面から顔を出して息つぎをし，遅むことができている状態」を，「泳ぐことかできている」と想

定したく1

0授業目標

0胃の希望もとり入れ．授一業のH標は，r泳げる」状態になっていく過程を通して，「よろこび」

が感じられるようになることとしたい　これは，水泳運動が，健康な人に対して持つ意味と同じか，

ぁるいはそれ以卜の意味か蛸にもあるはずであるという前掛消夏

○短‾薬方法

目標達成のために，0君の運動経過に観察される徴表等を解釈し，情況に照らして与える指導言

語のよりところとした。その場合，0日にとっての泳ぎの意味を解釈することは必要不可欠であっ

た∩すなわち∴■㌻署過粕こおいて、〔〕君か現在何につまづき，何を自己の課題としているかという

ことを，そのつど0君にリポート形式で記述させ，提出してもらう事は，目標達成に有効であると

思い、ト）たのである∴∩君に記述の機会を多く与えることにより，彼の気指に近づこうとした。同
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時に．0君自身も，内的現象を記述することにより，泳ぎを「泳ぐということ」として．すなわち

自身の問題として意味づけできると考えられる。

又，学習過程を助ける方法的補助手段として，ポラロイドカメラ等を活用することにした。これ

は，運動学で言う，運動のFl己観察（Selbstbeobachtung）を助ける意図かあったことはこう

まで臓、三

〇授業展開の概観と0君の運動経過および意識の変容の記述

授業は，昭和55年10月2L】から昭和56年2月19Lまで，遇1回ずつ計16軋　30うト

40分個別指導の形態で実施された。以下，指導内容と，0月の運動経過および意識の変賓を記述

する。（表29）

（1）導入における「恥ずかしさ」の克服

水泳運動は，〇百の勇気と決断によって開始された。「恥ずかしい」という彼の一言に含意され

たように，水泳は彼にとって，苦痛以外の何ものでもなかったであろう。共に受講していた学生の

望みを察してか，やっと同意してくれたのであるか，その勇気ははかり知れないt，

（2）水に慣れる課題と「楽しさ」

最初の2回までの授業では，水に慣れさせるため，良い距離を，補助をつけ，バタ足ばかりさせ

たっ（資料日中学生以来，経験がないので，不慣れによるのか，波の身体各部仙ま．異常に緊張

していた。そこで肩の前方を両手でしっかり支えながら保護して泳がせた。距離を‾重ねるにつれ

身体各部位を弛緩させていく様子が認知されたか、これは補助者がいるという安心感があったから

であり，顔を水につけたり，補助者の手をゆるめると，すぐに硬直した。恐さがあると同時に，水

の浮力に対する運軌感覚的知覚も乏しいのだが，バク足や，背浮きを彼なりに楽しんだ。さしあた

って出来そうな肯浮きの姿勢をとらせた事は，披ことっては画期的な出来事であった。すなわち，

浮き輪を使わずに鼻と日か水面上にrtiていられるのである。そしてしばらくすると，愚の続く限り．

今度はうつぶせの浮き身かできるようになったのである。叉，この時澱匿は．ひょ一つとしたら泳げ

るのではないかという期待を彼のJ己述から読みとれる：）（リホ　ト「水とけ紬封）（塑料2）し

かしながら補助者を信鮎しているにすぎなか一）た〔

（ニ封　浮力の知覚と呼吸法への「意欲」

補助をしないと，被の泳ぎは加州三かとれす，何ト一帖郁ほ修1仁してやらねはならなかった：，そ

の間，補助Hをつけて浮いたり，シユノ　ケルや水lいメガネ．あるいはUヒレをつけてfノ紬、せたり

した時の感動が人きかったにせ上．彼‖身が望んでいた浮きは、息つぎをしなから進む浮きであっ

た。すなわち．呼吸法を伴な1たけさであり，水中で息をはけない帖は，＝分日々にあ一Jた呼吸法

を模索していた√ノ（りホト「呼吸法日（賢料3，4）そんなわけで呼吸法を伴な一）たバク山や水
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中歩行そして，水中での連続ジャンプのような，同じ運動のくり返しに授業の多くを費やした。水

中ジャン7Jでは，水中で，白身の身体を安定した位置にとどめる仕方を0君に体得させようという

意図があった。つま先立ちしかできず，しかも下肢の内転も手っだってか，姿勢の不安定な様子

が運動経過に観察されるので，プールの四角の浅い一角で行なわせた。この間の運動のさばき方に

関する対話は，口の呼吸運動の表現等にみられる√ウッ，ぺハⅧ」のように，感覚的言語によっ

た。水中ジャンプが独力に近い状態で実施され，浮力の知覚が芽生え始めた頃に，「プールサイド

から独力で離れ，又元の位置に帰って来なさい」というような課題等を与えた。これは，身体各部

位を直接指し岡すると，時々緊張が見られるので，運動経過そのものには教示しないようにしたの

である。波は，自分なりの解決法を，できるだけ弛緩した状態で見つけようとした。そして，時に

は水中歩行で，時には水中ジャンプで，課題解決に向って彼なりに努力した。まさに自己の課題と

してとりくんだのである。この頃は，うつぶせの′ヾ夕足でも，息の続く限り独力で泳ぎ，自分の意

志で口身の身体をコントロールする仕方を身につけつつあった。この過程の中で，彼は希望をま

すますふくらませた。（リポート「水泳の授業でやりたいこと」）（資料5）

（4）「泳ぎ」の完成とl■よろこび」一「自信」の過程

水に対する慣れを決定づけ，浮力に対する信頼感を彼にもたせる契機となったのは，小さな鼻

せんである。それが彼を恐怖心から脱却させ，水中ジャン70と横転の上達，そして関節可動性の

増大とあいまって，自ら創案した「泳ぎ」の完成をみた。クロールとか平泳ぎのような既存の技

ではなく，われわれが当初想定した「泳ぐことができている」状態に台致した，まさに「ローリ

ング0君泳法」と名づけても良い泳ぎを座した姿勢から自ら飛び込んで行なったのである。（資料6）

この「よろこび」の体験の中で，彼は特に忍耐について，「どんなに苦しい状態になっても，冷

静に息をとめて待てば，必ず水面に顔を出せるのだ。人年の中で数多くの苦難に今後ぶつかるだろ

うか，その時に，この水泳での経験が私を救ってくれる」と結んでいる。（リポート「水泳の授業

をうけて」）（資料7）

ます．授業展開の構造を考えてみることにしよう。宇佐美は，教授一学習過程を読鮎～こ整理

しているのであるが，それによるとその過程は，以下の4つの記号段階に分けられ，われわれの授

業展開を考察するのに有効である。すなわちは「教科内容」，㊥「教材」，⑨「授業刺激」，す・

「解釈内容」，さ鮎
）

。この4段階において，後の段階の記号は酌の段階の記号の解釈を通じて作

られるのである。（真ニーの「教科内容」は，異体的な授業の過程を考慮に入れないでも考え得るような

内容である〔，¢二：の「教材」は，特定の授業を予想して考えられた教育内省であり，われわれの授業

では，水泳の特性を0〟の情況に照らして導かれた指導内容に含まれている項目にあてはまる。

（長29）そして，われわれが授業で巌も気古くはった指導言語等は・せ・の「授業刺激」に吸収される。

すなわち．宇佐美によれば，数的が授業においてゝえているのは，「授業刺激」であって，嫁の「教
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蓑29　　0授菜日虔

「泳ける扶態」になっていく過程を適して，‾まろこび」か感じられるようになること

「泳げる状態」・独力で．水に浮き．水血から頓を出して息つぎをしなから，邁むことかできている状態

○穐繋展開の概観

；観察を助けるrノ

090mバタb iDl机てしっか。と鰍
0浮き身　　　　　　　いすのかさ等の指摘

D手のかきム　l川ポート馴「水との対話」）
い同し運動の反復

■≡器警ン丁　帯告芸告憲」）

醐知乳：憲mバク詳讐讐全脚象を柳
l　（対話）

つ方向修正　　　　　　しリ十一日産出「水泳の授業てや

。手のかきの強調　　　　りたいこと」〕

0独疎の試み　　　　　c n君の希望する運動の反復

Dシュノーケノk　足ヒレ　　亡補助の車をゆるめる

マスクの使用（病水）〇解決法を本人に残しておくとい

0呼吸惑　　　　　　　　う運動課題

／自由な運動課題

（忘．芸≡
Uはめ言葉の増大

U補助具等により，運動範囲の軋

⊂連続水中ン㌧ヤン7　　　人

至。胤。風の練習　　。十。ライトカメラの使用

「「］己の身体を　0水中シャンブ（息つ　Cほとんど補助をせす，∩胃の主

信じる」　　　　ぎ）　　　　　　　　　体性にまかせる

西洋き　　　　じ鼻せんの使用

しリ十一ト描出l7kJ永柁壕をう打

て」＼

こ筋の異常緊張

り動輪の刷抽

0両卜蛙の再転

C尖足位

D立化　歩行のアンバランス

1両下肢の前後虐動

。肘・暁のわすか㍍可動性

口々体各部位の弛緩

n「楽しさ」とうらはらの「恐怖」の

表橘

C房か前に出るようになる。

c fのかきが強くなる。

C水中ての立位姿勢のバランスかよく

なる

つ泳きの方向修正＿かある程度できるよ

うになる

。悼用しない筋肉の弛緩と，運動に必

要な筋肉の緊張

Cク〔∫－ル連動に近い泳さの流れ

山芋き隼jした表恨

0リラ・ソクスした背泳ぎの姿勢

0うつふせの姿勢て虐汚し，途中何i‖】

ら身体の縦軸で回鼓し．あおむけの

姿勢になって，呼峡をする。

つ肩．HJ．晩の可能性増大

⊂運動経過に談祭されるも♂二・

「てきない1　－，rてきろ」ようにちっていくさばき方の状態

・如咋積能か盛む様r

r．iL⊥丘か▼三景みと立れるも〇

・F仏性の伸ひ，‾忍耐＿等

・「てきるlように左る十川

「てきている＿払津山訂‘掟・認識

・動作械能か速む挿し
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材」ではないのである。そして，教材が「授業刺激」に変形されてでなければ，学習者に達し得る

はずはないのである。少の「解釈内容」の段階では，学習者（解釈者）がすでに持っている経験か

らの資料を再構成するのであり，「子どもは，教師が与－えたものをみなそれぞれ違った屈折のさせ

方をしてくわ頗勇のである。特に事実を認識することに関しては，単に言語によって意識され

るレベルにだけ限られた働きではないのであるとし，「認識は，記号の解釈であり，この解釈の作

用には，鰯的組織のかな。の部分が関わってし戦を言う。このように考えると，体育の授業に

おける技能も技術も，同じ「認識」から表現されたものとして考えられ，それゆえに学習者の認識

の過程を何らかの方法で知ることは，教授一学習過程にとって必要不可欠であると考えられる。

さて，われわれは，記述分析法を採用したのであるが，0君の「解釈内苓」は，運動をする仕方

から，より高次の精神的次元にまでおよんでいる。すなわち事実認識が先立ち，様々な意識が変容

していく様子がうかがえる。すなわち「何かを知ることなしには，どんな＜気持＞を持つこともで

き魔巧のであり，。君は，百分な。に動かす仕方を知って，あるく心情＞，く態度＞を持つにい

たったのである。「ある心情．悪度を持つというのは，ある質の解釈内容を持つことでよ鷺：1〕

0君は「よろこ‾ぴ」という感情を持つに至ったが，水泳運動そのものの本質的特性を，われわれが

正しく認識し，0君の情況に照らして目標を設定したことが，何を彼に知らせたらよいのかという

問いに答えるのを容易にしたと考えられる。同時に，その時々の0忍の運動経過が全体的にどのよ

うになっているかということについての情報伝達に専心した事は，目標達成を容易にした。しかし

ながら，0君の意誠の変容をみれば，「恐怖心」「楽しさ」等様々であり，目標として「よろこび」

を前面に持って来たように感じさせてしまうことは的を得ていない。すなわちわれわれが専心した

ように教師ができることは「何かを知らせることだけなのでよ誓ニ2〕

さて，この授業の成果は，何よりも0君の主体性によるのであるが，以上のことを考えると，彼

の努力の過程や，認識の過程を対話や記述から共感して読みとりなから，「泳げる状態」へ至る内容

やその時々の事実を，ある具体的な指導方法や指導技術によって彼に知らせることができたことにある。

最も苦労した事は，補助者への信鵬から水の浮力への信頼へと導びく事であった。それは恐怖心

をなくす事につながる。そこで．水中で身体を安定した位置にとどめる仕方の感覚を彼に持たせる

ために，水中ジャン70等を多くの時間，様々な状況下で実施させた事は大変有効であった。又，時

々，補助をしなから，異常な姿勢反射を抑制し，正常な筋肉の賢慮と運動パターンを促進するため

に，手のかき方のポイントを触れながら指摘できたし，ポラロイドカメラ等の視覚的手段も，彼に

自己の運動のイメ一一ジを持たせるLで，「授業刺激Lとして有効であった。特に配慮した事は，指

導言語であるが，運動のさばき方に向けられた言語は，運動経過の全体的印象を感覚的に表現した

ものであり，目標達成を助けた。指導言語の叫で，特に有効であったのは，フェッツやメラーがま

とめている運動課過　日cvegungsaufgabe）という方法学的概念に欄、’1し，解決法は本人に残
（注目）

されている。先述したような0君への連動諜掛ま，運動をできるだけ弛痍させた状態で形成する上

で，非常に有効であ一つたと同時に，それを自己課題として0〃口々とりこんでいく様子がうかがえ
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た。泳げる状態」になるまでの大体の指導の流れは，ある程度系統性をもてたのであるが，享主体的

指導方法は，0君の側に立ったので，そのつど変化した。それは0君に興味を持たせる事になった。

○まとめにかえて

何をどのように知らせるのかを常に問い続ける事。学習者の内的現象を記述から読みとり指導技

術等に生かす事。水泳運動の本質的なものを正しく認識し，学習者の情況に照らして目標を設定す

る事，その時々の事実を知らせる事。1対1の補助，運動課題等の指導言語。水中ジャンプ等の反

復運動。既存の運動形態に拘泥しない事が脳性まひ者の水泳指導に有効であると考えられる。恵ま

れた水泳施設や個別指導も重要ではあろうが，つまるところ学習者の側に立ち，主体性をはぐくむ

これまで，脳性まひ者の水泳指導に関する報告は，日本では少ないと吉浦裏しかしながら今

回の成果においても，水という環境は，指導法によっては筋を自分で弛緩させ，不自由さをとりの

ぞくのに役立ちうる事も明らかになった。このように水泳は，水治療法として，水中で身体を動か

しながら運動の機能の回復を図る目的に十分使用され得るのであるが，体育授業の中でスポーーツ与

とりあつかう場合，そのように手段的なものとしてとらえるばかりでなく，それをする手口体に意

味があると考える事は，健康な人々と同様，人間の側に立つ事であり．そこに価値があるのではな

かろうか。「よろこび」は「自信」につながり，それ以後の機能訓練とか，牛括する意欲の向Lに

「ぉかあさん，家の中って意外に狭いんだね，ぼくは今までとても広く感じていた媚震」

十年前に初めて松葉づえで家の中を歩けた時の言葉にあるよろこび，希望，夢＝・。そして今回の

水泳の授業を通して得られた経軌　すなわち水という環境の中で動くということの経験は，彼の再

的世界を拡大し，牛きるための心の糧になっている。
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≪注凋

（注1）　丘昧重暗

小池清廉

星野公夫

脳性まひ児のリハビリテーション

医学書院　P．P．15～20

障害児とは何か－医学の立場から一

教育と医学28刷　P．P．11～17　1980

身体障害者の体育一一動作から見たアドバイス一新体育　vol．50

Nn8

P．P．16～19　　1980

（注　2）　0君の母の体験記「はげみ」8・9月号　P20　1971

（注　3）　大川嗣雄　　　身体障害者にとっての「体育」とは新体育　vol．50，恥8

P．P．10～15　　1980

（注　4）　（注3）と同じ

三木安正

伊藤隆二

村上英治

障害児とは何か曲心理学の立場から一　教育と医学28（4）

P．P．4～10　　1980

すべての子どもにかかわる特殊教育　新体育　vol．50，Nh8

P．P．40～44　　1980

障害者の自立と自己実現

現代のエスプリ別冊12月号　P．P．122～P．P．135　1978

（注　5）　運動の自己観察（Selbs卜beobachtung）は自分の運動を運動党と言語によって

知覚し，観察することである。

Meinel，K BewegllngSlehre Volkund Wissen Volkseigeher

Verlag Beriin1971　S．S．121～124

マイネル，K．（金子明友訳）　マイネルスポーツ遵動学　大修館

P．P．123～127　1981

運動学における自己観察という形態学的考察法の重要性については，岸野が「序説運

動学」（大修館P．P．44～451968）の中で，又，金子が「体操競技のコーチン

グ」（大修館P．P．274～2781976）において強調している。

（注　6）　記号論あるいは記号学は新しい理論であるので定義することは困難である。それゆえ，

ここでは，記号学を，言語学の理論を記号表現一般に適用することによって成立する

理論であるとしておく。（野元菊雄「ことばとシンボル」三省堂　P3111977

参照）

（往　7）　宇佐美寛　　　思考指導の論理　明治別居P．P．18～25　1979

（注　8）（注7）と同じ　P24．

（往　9）（注7）と同じ　P196．
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（注10）

（注11）

（注12）

（注13）

（注7）と同じ　P187

（注7）と同じ　P187

（注7）と同じ　P188

7エツツ，F．（阿部仰雄却　体育の一般方法学　プレスギムナスチカ

P．P．102～108　1977

M〇日er，W．　Die Bewegungsaufgabe undihre Deutung

Die Leibeserziehung

BeilageJanaur Nal S．S．290～294　1962

運動課題（Bewegungsaufgabe）という術語は，第1次世界大戦後，オーストリ

アの体育改革によって学校体育の中にとり入れるように負わされたものである。

（注14）　武藤芳照　　　脳性マヒ児の水泳　TrainingJournal

Vol．3，恥7　P．P．50～55　1981

武藤芳鼎 障害者スポーツとしての水泳

TrainingJournal Vol．3，恥8，P．P．40～431981

（注15）　（注2）と同じ　P24

屯その他の参考文献》

中村　裕，中川一彦　身体障害者とスポーツ　日本体育杜1976

大野清志，村田　茂　脳性まひ児の養護・訓練一動作訓練の実際一慶応通信

1980

′J＼島蓉子　　　国際障害者年に向けての世界の動向　総合リハビリテーション

Vol。7，Nn12　P．P．917～922　1979

矢部京之助　　障害者体育の確立に向けて

高山忠雄

古橋廣之進

馬場四郎

高田典衛

体育の科学　Vol．31，仙7，P．P．446～4511981

普通学級の体育における障害児の現状と問題点一実態調轟の最新資

料から　ト　一新体育　Vol．50，Nn8，P．P．26～30　1980

水泳健康法　清水印刷1978

授業の研究　東洋館出版社1975

体育授業の方法　杏林書院1978

一　94　－



打つ「予．芸～臆」妄言甲ぐしこ．JJいr㌧↑三、㌢ぺご〔デポ

ニJミ∵÷亡∵∵与港＝ビミミ↑去声．rJと√アナ註【富ナこ∴

石rJ．1トJh．∵【〔」．′与〕雫辞JJ巧いJ下くト音巨．群三二でFlト

三二■㌣JJ貞ユキ1．町中．！千千笹子蒜：三コ・）虔

丁示「去「ユニユ町ヤ上告ここ⊥ゝ〔六．tFr市有と■、√

：二‥・‥、∴∴イ‥h・ト▲二・・二■㍉．．∵Lニート∴

雪．LJぺhdrT盲・叩［「刃Jい㌧しサJ「．ぐreJdJ⊥、。d臣

二二1ご〆LI空が．Pで；。小二J′とを§バLTrd荘戸

主JV茅・十．匝ふ…■「庭で烹くま遠と遭J㌧二山二号「⊥

㌻：LJJ∴山一R卓Jでニ「こぶヰごYでJ二、へと車患

．、トー

こ↑∵下√r／・デと二二三ご三竺亡ぶ心もニートrT一↓や宅∵≒三二

二㌧丁字．チ良土工rl「室．」？．ゞ↑て轟ぐれ九二一で句）Jr柏

：i山ぐだ二J∴七1し三億J、∴FCJ凄ビgUJJJ阜雪「

．二、二■∵＼、⊥′い．．．・．、L■＋′■．∴へ．∵

㌧‥㌧、しこ∴∴．、l▲▲∴■∵．1■、、M、二・、・三I．い

・三上・巾で武＼忘で一L「ノや∵一J下．「小二ナ㌍云上長…言、∴「LEn

∧N正二糾し

〆・、芸ボヤヱJJト′ナ′つ止．ビト？J出目で⊥二㌔J‖言古LJ・ぐJ一㌢

、⊥∴∵Pl・環（．tJJでいP

かせ1三で∴ニニ声音⊥Jへ∵rトや雪r一Lrモーブ⊥長卓て七一二ぺ

2、㌢JIL皐FJ下‥Jや．．ヰ．二ト⊥二JVチ誓1ヶきこもでくJ′二、

ト占い一L∵jdJ二言長一■rごF三波「「． J〓常，J亡三ユ■工や六二∵六云■㌦L

．啓二∴鑑ふ■笠虚二「主よ、王′や」．王卜匡＝〔ざエ∵こ声…忘＼二∵

山√漬．今等昂tLRdJト洩．ゝ■RJト′肯いて三幸安心」エ」．∴こぶ、

JT∵㌣iバL∵JV亡声＝卜と凧止ヽ蛋・山．」d・ご＞「ニ1やJ「二

せせ忘叫史HJ灯すrJシうへ．Yd⊥JJJ卜．い一箪、よ▼・R⊥土JJdて㌣．叩

ノで言Jdヰ・㌔直れワ／「泣言りd†幣阜戒ハ■㍉rrさ〃「・少⊥7㌢′Uで淫

、．′川二．

ト下に．．【毒害■三一「声璧｛蛭▼・↑J、、・ご孟速夫．F小机雲．Y「ぺ∴ュ

ゝ：こし、、＼∴－・＝、・・■＝‥りL∵・・、■：．へ■∴「■∴－・

．㍉トキ．Jdよ土．〕克己■かか・≡三・く「．⊥去．「去土戎蛋

■ボ葺も〕J『

一
9
5
　
一

⊥1b乍」暴．均ここ」　■仁と

」　　童：＼　皇慧て′和しヨ呂（ふ苫」芸貰



∧寸オ誤記　＞

「十㌢㌣訂封中計．惹．L手車悉三二言上い

ご⊥呑オービききで磨き．－さJJl什しいと¢音速　「／コ↑ナノ±「」

盲ヂくべ八戸蛋　■J■とよ＼ムJこ、一撃J、〇・ト†よ㌧計、、、ト｝↑・一∵「一

■；芦1γニJ亡き三一d・′C lPざ・三LrJをJr、ヂ′二＼■一丁二言．÷

ごしき■頑・土▲」三・二二で阜）ビ」三冠」こ∵・■くぶJD・．1■r

一三ド†？1㌢．：㌻すくか“㌻ト．＝＝

↑ピ盲信　■も一lr・仁、rJ・H㌔ド／やすメも♪中二よ▲“貯土＝√■〕⊥r二・↓J√

rJJ蒜　JeJ芸。く宝テR三二㌢東・三三で言＼

ふÅ∵らし∨斥J、」崩

忘ぎ小島十′⊥ヰ屈JT・てdJロ丁∴丁

∴

r Iリ
■．

J・・　●・

、∩∵．）｝∴一J下■LL上汁d⊥声－さ⊥ト－、むくハ～↓

メ∴こ　れヤたき忘ハ・七で千三基ニ：∴〕‥二と蔓

ヽ｛一

」十匡ヽ・

￥．ぺ≠針　」丁子■て

ご7こ二ふ9
6

ケ卓や■」三三二、や　■で三」童車才一d Jこ■で：」千㌔

苦言トで下ピ」麟霊山、∵ざ卜克⊥虐Jで山、言■Jr 。」

・、▲－－・■1Jtl▲∴・．－・∵て、．

・PFこr・ごここ誤射．メヂ雪宵掛売」↑真言．ぎ★

オ÷＝鱒二£J．雲㍉dJ三三・・こ■FでJdで二言「

．1つ㈹カ．富サ亡＃」むFrr．も・、F」

宇摩FJ一増千曳豆トrこ．Jか∵＝て宅．r反撃∵てぶ

rナノ貰　【」土ノ

忘．じ．西　ハ㍗

して「＼　、」

ゝ．芋↑コ　「・■

こし∵灯しご亡∴

∵　■　　　　　．

合
一

▲
l
、

か

J・㌣」小＝ふ　．二平定Jと甘　」′旦ゞ去√坤ぐイノ一・山里∴㍉土
J

√、1

g（7）J票　ト」d∴三八二∵J∴．Jこメノ『　LP二・J↑．ニ1説・ノ√、急へ、

「巾「丁、〕ト　J：「ニーいJ票‥■舅1〇一h　こ㍉ュ芯　へ三

ト蟹二足忠霊ゆ心、P二一号

二、「ノ盲・ぎ　■こもだ十王∵

⊥1こ」■■」、が壇「」三　√壬

霊二空さ

∧m歪む＞



イ　腎料5＞

水中歩行（この姿勢から水中ジャンプへ）

背浮きから立位姿勢になろうとする

横転の練習
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独力での背浮きバク足
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